
令和 8 年 9 月 

徳島大学病院において実習及び病院研修を 

される学校・施設の責任者の皆様へ 

     徳島大学病院⾧     

感 染 制 御 部 ⾧     

 

徳島大学病院での実習及び病院研修における感染対策のご協力のお願い 

 

皆様方におかれましては、医療従事者の育成にご尽力され、心より感謝と敬意を表します。 

当院では、貴施設の実習生及び研修生における感染予防に努めるため「実習及び病院研修における感染

対策の手引き」を作成しております。実習及び研修開始までにご確認くださるよう配布をお願いいたし

ます。 

 また、原則実習及び研修開始までに貴施設での抗体価の確認とワクチン接種をお願いしております。

引率教員の皆様におかれましても、実習及び研修期間中に患者と直接接触する可能性がある方について

は、同様の対応をお願いいたします。 

＊ワクチン接種については以下をご参照下さい。 

 

・医療関係者のためのワクチンガイドライン第 5 版―日本環境感染学会― 

・「徳島大学病院での実習及び病院研修における感染対策の手引き」【実習前の準備】1、２ 

・「別紙 2 実習における健康管理のための麻疹、風疹、水痘、ムンプスワクチン接種の注意点」 

・「別紙 3 徳島大学病院での実習生及び研修生の抗体価調査票」 

 

本主旨をご理解いただき、実習及び研修を開始される際には、「別紙 3 実習生及び研修生の抗体価調

査票」へ記載いただき、他の必要書類と併せてご提出下さい。いただいたデータについては、厳重に管理

し、当院の感染対策業務以外には使用いたしません。また、提出した抗体価調査票の内容によって当院内

での実習及び研修に不利益は生じません。ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

（書類送付先） 

〒770-8503                 

徳島市蔵本町 2 丁目 50 番地の 1 

徳島大学病院 総務課専門研修係 

TEL：088-633-9976 

FAX：088-633-9543 

E-mail：bsenkenk@tokushima-u.ac.jp 

（抗体価調査票内容に関する問い合わせ先） 

徳島大学病院 感染制御部 

TEL：088-633-9377 
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徳島大学病院での実習及び病院研修における感染対策の手引き 

令和 8 年 9 月 

徳島大学病院感染制御部 

 

実習及び病院研修では患者さんと接する機会が多くあります。患者さんの中には感染症にり患されて

いる方がいますので、感染症から自分自身を守ることが大切です。 

 また、大学病院には全身状態が悪く、免疫機能が低下した患者さんが多く入院されています。これらの

患者さんは感染症にり患しやすい方が多く、時には重症化し命に関わることもあります。そのため病院

に従事する職員は、感染症に十分な注意を払いながら診療にあたっています。実習及び病院研修に際し

ても職員と同様の感染対策の知識と対応が必要です。所属する学部・学科から診療エリアでの実習に関

する規定が示されている場合は、それにも従って下さい。 

実習に当たっては以下のことに十分注意して下さい。 

＊感染症診断時・濃厚接触時などの報告は、所属する学部学科の指示に従い、速やかに感染制御部へ連 

絡して下さい。 

 

【実習前の準備】 

B 型肝炎・麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎はワクチン接種により予防することが可能です。免疫

を獲得していない疾患については、ワクチン接種によって免疫を獲得しておく必要があります。医療関

係者のためのワクチンガイドライン第 5 版―日本環境感染学会―（以下：ワクチンガイドライン）に

則って、下記の通り対応をお願いします。 

 

1．抗体価の把握 

徳島大学病院指定の調査票（別紙 3：徳島大学病院での実習生及び研修生の抗体価調査票）に抗体

価やワクチン接種歴等の必要事項を記載して、所属学部担当部署を通して徳島大学病院に提出して

下さい｡ワクチンガイドラインには、「1 歳以上で２回の予防接種歴がある場合は、抗体検査は必須で

はない」と記載されていますが、医療従事者として抗体価を把握しておくことは重要であるため、実

習前の抗体価測定は必須としています。 

 

2．ワクチン接種 

1) Ｂ型肝炎 

(1) HBs 抗体価については、CLIA 法で測定します。 

(2) ワクチンは、１回目・２回目（４週）・３回目（20～24 週後）の３回接種（1 クール）を行いま 

す。 

(3) ３回目の接種終了から１～２か月後に HBs 抗体検査を行い、10mlU/ml 以上であれば免疫獲得と 

判定します。 

(4)  1 シリーズで免疫獲得とならなかった場合は、もう 1 シリーズのワクチン接種を考慮します。 

(5)  2 シリーズでも抗体陽性化が見られなかった場合は、それ以上の追加接種での陽性化率は低くな
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るため、「ワクチン不応者」として血液・体液曝露に際しては厳重な対応と経過観察を行います。 

2) 麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎ワクチンについて 

(1) 麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎の抗体価は、EIA 法(IgG)で測定する。 

(2) 医療関係者のためのワクチンガイドライン第 5 版 MMRV 対応フローチャート(下記参照)に沿って 

対応する。 

(3) ワクチンガイドラインには、「２回の予防接種の記録の確認後に抗体検査を実施した場合のその 

後の対応は医療機関と本人が個別に判断する」「１歳以上で４回以上の接種は推奨しない」と記載され 

ており、３回目以降の接種はワクチンガイドラインに基づき本人の判断とする。 

(4) 麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎のワクチン接種の基準 

（注）詳細は「一般社団法人 日本環境感染学会 医療関係者のためのワクチンガイドライン 第 5 版」を 

参照すること 

 

 

 
A:あと２回の予防接種が必要 B:あと１回の予防接種が必要 C:今すぐの予防接種は不要 

麻疹 EIA 法（IgG）2.0 未満 EIA 法（IgG）2.0 以上 16.0 未満 EIA 法（IgG）16.0 以上 

風疹 EIA 法（IgG）(A)2.0 未満 

EIA 法（IgG）(B)△A0.100 未満 

※：陰性 

EIA 法（IgG）(A) 2.0 以上 8.0 未満 

EIA 法（IgG）(B) 30 IU/ml 未満 

EIA 法（IgG）(A)8.0 以上 

EIA 法（IgG）(B) 30 IU/ml 以上 

水痘 EIA 法（IgG）2.0 未満 EIA 法（IgG）2.0 以上 4.0 未満 EIA 法（IgG）4.0 以上 

ムンプス EIA 法（IgG）2.0 未満 EIA 法（IgG）2.0 以上 4.0 未満 EIA 法（IgG）4.0 以上 
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3．海外渡航からの帰国後の徳島大学病院における感染症対応について 

1)  厚生労働省、外務省の渡航情報等から、1 類感染症（エボラ出血熱、ペスト、ラッサ熱等）や新た 

  な新興再興感染症等の感染リスクがある地域へ渡航し、帰国後 3 週間以内に徳島大学病院で実習（見 

学型実習や病院エリアで行われる研究室配属や卒業研究等を含む）を履修する予定がある学生につ 

いては、これらの感染症患者への接触、発症の有無に関わらず、徳島大学病院での実習を制限する場 

合があります。 

2） 海外渡航時は、下記サイト等にて感染症や安全に関する情報収集を行い、自己健康管理や感染対策 

に努めて下さい。 

・厚生労働省検疫所「FORTH」：http://www.forth.go.jp/ 

・外務省海外安全ホームページ：http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

・Fitfortravel：http://www.fitfortravel.nhs.uk/home.aspx 

3） 海外渡航から帰国後は健康状態を自己管理し、問題があれば、速やかに実習を中止し、医療機関を 

受診して下さい。 
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【実習中の注意点】 

1. 健康管理 

学校で行われている健康診断は必ず受診して下さい。また、体調不良がある場合は実習及び研修

責任者に報告・相談をして下さい。うがい・手洗い・咳エチケットを励行して下さい。流行期は人

込みを避け、外出時はサージカルマスク（以下：マスク）を着用して下さい。 

 

2. 手指衛生（液体石鹸と流水またはアルコール擦式消毒） 

病院は多くの人の出入りがあり、病原微生物が持ち運びされやすい環境になります。病原微生物

は人の手指を介して拡がるため、手指衛生は感染対策の基本となります。患者さんに触れる前と触

れた後の手指衛生を徹底して下さい。 

 

3．マスク 

常時マスクの着用を徹底して下さい。マスクのノーズピースを鼻に密着させ、鼻から顎までしっ

かり覆うよう正しい方法で着用して下さい。 

 

4．個人防護具 

血液や体液、正常ではない皮膚や粘膜に触れる場合または曝露のリスクがある場合は、個人防護

具を着用して下さい。手が汚染する可能性がある場合は手袋、衣服が汚染する可能性がある場合は

撥水性非透過性のプラスティックエプロン等、眼鼻口が汚染する可能性がある場合はマスクとゴー

グルまたはフェイスシールドを着用して下さい。 

 

5．針刺し・切創、粘膜・皮膚曝露 

血液や体液の曝露により、肝炎ウイルスやヒト免疫不全ウイルス（HIV）に感染する可能性があ

ります。B 型肝炎ウイルスはワクチンによって感染予防が可能であるため、ワクチン接種を受けて

おく必要があります。 

また針刺し等を起こさないことが最も重要です。針やメスを扱うときは、自身や周囲の人に当た

らないよう十分注意して下さい。針刺し等が発生した場合は、周囲のスタッフに速やかに申告し、

流水で丁寧に洗い流して下さい。絞り出しや消毒は、感染防止の根拠がないので必要ありません。

その後各部門の責任者や指導者に速やかに報告して下さい。血液や体液が眼に飛散した場合も、流

水で洗い流し同様に対応して下さい。 

 

6．感染症発症時の対応 

「別紙 1 臨床実習・研修参加停止期間及び出席停止期間など」を十分確認して下さい。 
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別紙 1       臨床実習・研修参加停止期間及び出席停止期間など 

1．学校保健安全法において予防すべき感染症の第一種感染症については、以下の通りとします。 

  臨床実習参加停止期間：治癒するまで 

  学生の出席停止期間：治癒するまで 

（注）第一種感染症： エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マー

ルブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（病原体がベータコ

ロナウイルス属 SARS コロナウイルスであるもの）、中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウ

イルス属 MERS コロナウイルスであるもの）、鳥インフルエンザ（感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律に規定する特定鳥インフルエンザ H5N1、H7N9 であるもの） 

 

2． 第二種及び流行性角結膜炎については、以下の通りとします。 

感染症 臨床実習参加停止期間 学生の出席停止期間 

インフルエンザ 

（鳥インフルエンザ及び新

型インフルエンザを除く） 

発症後 5 日を経過し、かつ症状が消

失し、解熱後 2 日を経過するまで。 

発症後 5 日を経過し、かつ解熱後 2 日を

経過するまで。  

麻疹 発疹が出現後 4 日後まで。 解熱後 3 日を経過するまで。 

風疹 発疹出現後 7 日後まで。 発疹が消失するまで。 

流行性耳下腺炎（ムンプス） 耳下腺腫脹 9 日後まで。 

耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現

した後 5 日を経過し、 かつ全身状態が良

好になるまで。 

水痘・帯状疱疹  

＊いずれの場合も病変部の

露出を避けること。 

水疱痂皮化形成終了まで 

（水痘、 帯状疱疹とも）。 

すべての発疹が痂皮化するまで（水痘の

み）。 

結核 

病状により学校医その他の医師に

おいて感染のおそれがないと認め

るまで。 

病状により学校医その他の医師において

感染のおそれがないと認めるまで。 

百日咳 内服開始から 7 日間。 

特有の咳が消失する、または、5 日間の

適正な抗菌性物質製剤による治療終了ま

で。 

咽頭結膜熱 
主要症状が消失後 2 日を経過するま

で。 
主要症状が消失後 2 日を経過するまで。 

新型コロナウイルス感染症 

（COVID-19） 

発症後 5 日を経過し、かつ、症状が

軽快した後 24 時間を経過するまで。 

発症後 5 日を経過し、かつ、症状が軽快

した後 24 時間を経過するまで。 

髄膜炎菌性髄膜炎 
病状により学校医等において感染

のおそれがないと認めるまで。 

病状により学校医等において感染のおそ

れがないと認めるまで。 

流行性角結膜炎（EKC） 発症後 2 週間。 
病状により学校医その他の医師において

感染のおそれがないと認めるまで。 
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3．第三種感染症については、以下の通りとします。ただし、流行性角結膜炎は上記 2）の通りとします。 

 

   臨床実習参加停止期間：病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまで。 

学生の出席停止期間：病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまで。 

注）第三種感染症：コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、 流行性

角結膜炎、急性出血性結膜炎 

 

４．学校において予防すべき感染症を発症した場合（可能性がある場合を含む） 

1）学生から大学への連絡 

学生は、所属する学部等の教員または実習責任者に、速やかに連絡・相談し、欠席あるいは自宅待 

機等の対応指示を受けて下さい（所属する学部・学科によっては教務担当事務にも連絡するよう指示 

されている場合があります）。 

 

注） 発熱、咳、咽頭痛、鼻水、倦怠感、下痢、嘔吐、皮疹・水疱、結膜充血、頭痛等の症状がある 

  場合は、学校において予防すべき感染症である可能性があるので医療機関を受診して下さい。 

注） 帯状疱疹は、空気感染を起こすことがあるため、病変部が露出していなくても、免疫力低下が

考えられる者や乳幼児等との接触の可能性がある実習は控えて下さい。初期診断の困難な場合が

多いため、体幹部等に水疱が出現した場合は、帯状疱疹の可能性を考慮し、医療機関を受診し、

学部等の教員または指導教員に相談して下さい。 

注） 上記疾患（可能性を含む）の場合は、他人との接触状況に応じて、接触者の発症を予防するた

めに、徳島大学病院感染制御部に相談して、接触者の検査やその予防内服が必要になる場合があ

ります（免疫力が低下している患者や乳幼児との接触の場合等）。 

 

2）出席停止期間 

 一般的には学校保健安全法による出席停止期間に従って下さい。詳細については、別紙 1 の通り 

    とします。 

 

   ＊「○○した後△日を経過するまで」とした場合は、「○○」という現象が見られた日の翌日を第１ 

日として算定する。 

 

５. 急性呼吸器感染症に対する対応 

1）下記の一般的注意を遵守して下さい。 

(1) うがい、手洗い、咳エチケットを励行して下さい。 

(2) 人混みを避け、外出時はマスクを着用して下さい。 

(3) 症状のある人に近寄らないようにして下さい。 

(4) 感染の有無に関わらず、軽微な症状があれば常時マスクを着用して下さい。 

 

2）濃厚接触となった場合 
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【インフルエンザ】 

濃厚接触：双方がマスクなしで２メートル以内の接触（接触時間は問わない） 

該当期間：感染者の症状出現前日～発病後５日 

【COVID-19】 

濃厚接触：双方いずれかがマスクなしで１メートル以内かつ 15 分以上の接触 

該当期間：感染者の症状出現２日前～発症後５日 

 

(1)  接触後 5 日間は、常時マスクを着用し、咳エチケット励行、毎日繰り返し体温を測定する等、感染 

拡大防止と体調チェックに特に努めて下さい。 

(2) 学部等の教員または実習責任者と相談し、マスクを装着していても、免疫力低下のある人や患者と 

の濃厚接触は控えるなどの対応を行って下さい。（医療面接や診察を行わない、接触を避ける）。 

 

3）発熱、咳、咽頭痛、鼻水、倦怠感、下痢、嘔吐等の感染症を疑う症状がある場合 

程度や診断確定の有無によらず、学部等の教員または実習責任者に電話で相談し、欠席・自宅待機等

の指示を受けて下さい。 

 

4）り患した場合 

(1) 学部等の教員または実習責任者に連絡して下さい（所属する学部学科によっては教務担当事務に 

も連絡するよう指示されている場合があります）。その際、該当期間に濃厚接触にあたる相手がいる 

場合は、その旨を伝えて下さい。 

(2)  学生は濃厚接触にあたる相手に感染症り患について連絡し、上記 2）の対応を取るよう依頼して 

  下さい。 

(3)  臨床実習参加停止期間及び出席停止期間は、規定に従ってください。 

   附記：臨床実習学生はインフルエンザワクチンの接種を受けることを推奨します。 

 

6. 臨床実習学生が麻疹、水痘、風疹、流行性耳下腺炎（ムンプス）発症者と濃厚接触した場合の対応 

1）実習前に実施した抗体価を十分把握し、対応して下さい。 

2）感染性を持つ可能性がある期間については、当該学生は下記の対応を行います。 

(1)  常時、マスクを着用して下さい。 

(2)  免疫不全患者との接触を特に避けて下さい。（医療面接や身体診察等を行わない）。 

(3)  体調管理には特に留意し、症状出現時は校医や最寄りの医療機関を受診してください。 

発症時には速やかに学部等の教員または実習責任者に連絡して下さい。 

 

注）感染性を持つ可能性がある期間は下記とします 

      麻疹 初回曝露 5 日～最終曝露 21 日 

      水痘 初回曝露 8 日～最終曝露 21 日 

      風疹 初回曝露 5 日～最終曝露 21 日 

      流行性耳下腺炎（ムンプス）初回曝露 5 日～最終曝露 25 日 
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3) 麻疹及び水痘については、医療機関を受診し、曝露早期の発症予防について、専門医の判断を受け

ることを推奨します（下記を参考とすること）。 

(1)  麻疹は 72 時間以内のワクチン接種（ただし免疫不全者、妊婦には禁忌）または 6 日以内のグロブ 

リン投与が発症予防に有効とされています。 

(2)  水痘は 72 時間以内のワクチン接種（ただし免疫不全者、妊婦には禁忌）、96 時間以内のグロブリ  

ン投与、曝露後 7 日からアシクロビルの内服が発症予防に有効とされています。 

 

7．臨床実習学生に関する附記事項 

1）口唇ヘルペス（単純ヘルペス） 

    実習責任者への連絡・相談を行い、痂皮形成終了するまで、手指衛生の徹底とマスク着用（病変 

部の露出を避ける）を行うことで、原則として臨床実習参加は可とします。 

2）マイコプラズマ感染症 

    原則として抗菌薬内服後症状が改善し、校医または最寄りの医療機関より実習許可が出てから実

習再開とします。特に発熱や激しい咳がある場合は、臨床実習への参加を控えて下さい。 

3）ノロウイルス 

    症状が持続している間は実習に参加できません。症状消失後も 1 か月程度は便からウイルスが排 

  出されるため、その期間は、特に流水と石けんによる手洗いを徹底して下さい。 
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別紙 2   

＜実習及び病院研修における健康管理のための麻疹、風疹、水痘、ムンプスワクチン接種の注意点>

注意 1）生ワクチン（麻疹、風疹、水痘、ムンプスワクチン）の妊娠についての共通注意点 

妊娠可能な女性においてはあらかじめ約 1 ヶ月間避妊した後接種すること、及びワクチン接種後 2 ヶ

月間は妊娠しないように厳重に注意することとします。 麻しん風しん混合ワクチン、麻しんワクチン、

風しんワクチンの接種に当たっては、妊娠している人は接種不適当者（接種禁忌者）に該当します。ワク

チンの成分によってアナフィラキシーを呈したことがあることが明らかな人、3 ヶ月以内にガンマグロブ

リンの注射（大量療法の場合は 6 ケ月）あるいは輸血を受けた人も接種不適当者に該当します。 

 

1．接種不適当者（禁忌） 

① 明らかな発熱を呈している者 

② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな者 

③ ワクチンの成分＊によってアナフィラキシーを呈したことがあることが明らかな者 

④ 明らかに免疫機能に異常のある疾患を有する者及び免疫抑制をきたす治療を受けている者 

⑤ 妊娠していることが明らかな者 

⑥ 上記に掲げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な状態にある者 

＊タマゴ、硫酸カナマイシン、ラクトビオン酸エリスロマイシンなど能書にて成分を確認 

2．接種要注意者（慎重接種） 

① 心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患及び発育障害等の基礎疾患を有することが明らかな

者 

② 前回の予防接種で 2 日以内に発熱のみられた者又は全身性発疹等のアレルギーを疑う症状を呈したこ

とがある者 

③ 過去に痙攣の既往のある者 

④ 本剤過去に免疫不全の診断がなされている者及び近親者に先天性免疫不全症の者がいる者 

⑤ 本剤の成分に対して、アレルギーを呈するおそれのある者 

 

注意 2）前回に接種した予防接種の種類による間隔の違い 

・麻疹、風疹、BCG、ポリオ、水痘、ムンプス、黄熱ワクチンなど生ワクチンの後は 27 日以上あけるこ

と 

・インフルエンザ、三種混合（百日せき・ジフテリア・破傷風）、二種混合（ジフテリア・破傷風）、日本

脳炎、A 型肝炎、B 型肝炎、狂犬病、肺炎球菌、Hib ワクチンなど不活化ワクチンの場合は、異なる

ワクチンであれば接種間隔の制限なし、同じ種類のワクチンは決められた接種間隔を守ること 

 

注意 3）副反応の報告 

まれに MR ワクチンでは、ショック・アナフィラキシー様症状（じんましん、呼吸困難、血管浮腫な

ど）、血小板 減少性紫斑病、脳炎及びけいれんなどの副反応が生じる可能性があります。流行性耳下腺炎

ワクチンでは、まれに無菌性髄膜炎、精巣炎、難聴の報告があります。 
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別紙 3 徳島大学病院での実習生及び研修生の抗体価調査票 

                       記入日  年  月  日           

学校・施設名（                   ）     

氏 名  

氏名フリガナ  

実習・研修期間 年    月    日～    年    月    日 

職 種 

学 年 

□医学部（          ）科（   年）   

□歯学部（    年）                 □薬学部（    年）   

□栄養学部学生（   年）            □看護学生（     年） 

□その他（               ）（    年） 

 抗体価 ワクチン接種 ※1) 

HBS 抗体 

CLIA 法 ※2) 

抗体価（       ）mIU/ml 

□陽性  

□陰性      

□有 

    年①   月②   月③   月   

□無 

麻疹抗体 

EIA 法※2) 

抗体価（            ） 

□2 回接種が必要 

□1 回接種が必要 

□接種不要      

 

1 回目：   年  月  日 

2 回目：   年  月  日 

接種予定：   年  月  日 

風疹抗体 

EIA 法※2) 

抗体価（            ） 

□2 回接種が必要 

□1 回接種が必要 

□接種不要           

 

1 回目：   年  月  日 

2 回目：   年  月  日 

接種予定：   年  月  日 

水痘抗体 

EIA 法※2) 

抗体価（            ） 

□2 回接種が必要 

□1 回接種が必要 

□接種不要           

 

1 回目：   年  月  日 

2 回目：   年  月  日 

接種予定：   年  月  日 

ムンプス抗体 

EIA 法※2) 

抗体価（            ） 

□2 回接種が必要 

□1 回接種が必要 

□接種不要            

 

1 回目：   年  月  日 

2 回目：   年  月  日 

接種予定：   年  月  日 

手引き通読※3） □済     □未     □その他（     ） 

ワクチン未接種理由 
□アレルギー（                      ） 
□その他（                         ） 

※1）ワクチン接種については「実習及び病院研修における感染対策の手引き」の【実習前の準備】1、2 と別紙 2、3 参照 

※2)抗体価の測定方法①B 型肝炎：CLIA 法による値②麻疹・風疹・水痘・ムンプス：EIA 法による IgG 値 

※3）「手引き」とは、当院感染制御部から配付された「実習及び病院研修における感染対策の手引き」のことです。 

測定結果及びワクチン接種証明に関する書類は、個人と学校・施設の担当者で保管すること 

（針刺し等の発生により、感染対策上必要になった場合、確認させていただくことがあります。） 


